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月25日 舌部分切除術を施行 した。

【治 療】本疾患が扁平上皮癌の亜型であること

から,扁 平上皮癌に準じた三者併用療法 を選択 し

た。特に腫瘍領域の動脈内注入法を用いた化学療

法の効果が高いとされているため,化 学放射線同

時併用療法後 に外科的切除術を行う治療法 を選択

した。

【結 語】初発時より4年1ヶ 月の間に5度 の手

術 を行い,最 終手術後約1年3ヶ 月が経過 したが

再発もなく経過良好であり,本 邦では最 も長い生

存例 となっているが,本 腫瘍の口腔領域で発生 し

たものに関 して予後は極めて不良な報告が多いた

め,今 後 も厳重かつ綿密な経過観察が必要である

と考 える。

20)上 顎歯肉紡錘細胞癌を初発とした異時性重

複癌の1例

○重信 葵,三 科 正見,小板橋 勉,武 田久仁美

(寿泉堂綜合病院 ・歯科口腔外科)

【はじめに】紡錘細胞癌は紡錘形細胞 を主体とす

る多形性細胞の増殖 を特徴 とし,扁 平上皮癌の一

亜型として分類 されている。今回我々は,上 顎歯

肉に生 じた紡錘細胞癌 を初発 とした異時性重複癌

の1例 を経験 したので報告する。

【症 例】72歳 女性。右側上顎大 臼歯部の腫瘤

を主訴 に2004年8月3日 当科 初診 となり,生 検

を施行 した。紡錘細胞癌の診断のもと術前化学療

法及び放射線療法 を行い,10月4日 右側 全頸部

郭清術,右 側上顎骨部分切除術,中 間層植皮術を

施行 した。術後外来にて経過観察 中,2005年7

月2日 右側舌縁部に潰瘍 を認め,8月2日 生検を

施行 し,上 皮異型性症の診断のもと8月17日 に

腫瘍切除術 を施行 した。2006年2月10日 右側頬

粘膜部に乳頭状の腫瘤を認め生検 を施行,上 皮異

型性症の診断の もと2月20日 腫瘍切除術 を施行

した。2006年4月1日 嚥下困難で某病院を受診。

胃内視鏡にて胸部食道に腫瘤を認め生検にて扁平

上皮癌の診断を得 る。当院外科紹介 とな り,5月

9日 右開胸下部食道切除術,胃 管再建術を施行 し

た。今回2008年7月9日 右側舌縁部にび らん を

認め生検 を施行 し扁平上皮癌の診断を得たため7
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